
【機能診断作業項目内訳表】 

作業項目 作業内容 
作業実施欄 

当初 変更 

1.業務準備 調査対象施設の周辺の地形、現況、諸施設について調査し、業務実施計画書策

定のために必要な現地調査を行う。 
  

2.事前調査 
2-1資料調査 

 
施設完成時の設計図書及び施設管理記録、地域特性に係る資料等を収集・整理

し診断評価の基礎材料とする。 

  

2-2問診調査 施設管理者等から日常利用、操作等の不具合・変状個所・事故履歴・補修履歴

等について聞き取り調査を行い、施設機能に関する課題、問題点を把握・整理す

る。 

  

3.施設機能の検討 資料調査及び問診調査を元に、安全性、水利的な機能及び環境面からの要求機

能について整理し、診断の重点を設定するほか、要求機能を満足するための要求

性能を設定する。 

  

4.施設の影響度評価、※（及び構成

要素の階層整理） 
※（ ）内は複合施設の場合に記載。

作業内容も同様 

事前調査及び現地踏査結果を基に、施設の影響度を評価する。（なお、頭首工等

複合施設については、構成要素毎に影響度の区分・評価等を含む。） 
  

5.性能低下要因の推定 事前調査及び現地踏査結果を基に、性能低下の推定を行う。また、環境（水質

又は周辺環境）条件による性能低下の可能性があるか推定する。 
  

6.水利・水理機能検討 現況の概略水利・水理機能検討を行う。   

7.構造検討 荷重条件の変化及びコンクリート推定強度において、変状が確認された構造物

の現状の強度・荷重条件で概略の構造計算を行い、施設の安全性について検証を

行う。 

  

8.現地調査（定点調査）計画の作成   事前調査、現地踏査及び施設の影響度等を勘案し、現地調査（定点調査）の範

囲・調査地点の密度及び調査手法を設定する。 
  

9.詳細調査計画立案 詳細調査が必要な施設について詳細調査計画の立案を行う。   

10.健全度評価 調査結果に基づき、調査単位毎に施設の健全度の判定を行う。   

11.性能低下予測 性能低下要因推定結果、健全度判定結果等を踏まえ、現況施設の性能判定を行

うとともに、性能管理指標を選定し、現地条件に適合する性能低下予測手法によ

り、性能低下予測を行う。 

  

12.管理水準の設定 性能低下予測の結果を基に、構造の安全率、施設の影響度及び経済性を踏まえ、

各施設の管理水準を設定する。 

  

13.機能保全対策の検討 施設別に現地状況に適合する対策工法を複数選定し、選定された対策工法・実

施時期・実施範囲を組み合わせて対策シナリオを複数作成する。 

  

14.機能保全コストの算定 対策シナリオ毎に機能保全コストを算定し、比較する。（コスト算定のために必

要な数量計算、設計図面作成を含む。） 

  

15.機能保全計画の策定 機能保全コストを最小とすることを基本とした上で、施設影響度を踏まえたリ

スクや、環境との調和、維持管理の容易さ等、多様な側面も総合的に検討し、機

能保全計画を策定する。なお、状況監視等を継続する必要があると認められる施

設については、経年変化状況把握などのための施設監視計画を作成する。 

  

16.農業水利ストック情報データの

入力及び登録 

上記の作業において作成した資料により農業水利ストック情報データベースの

入力及び登録を行う。 

  

17.点検取りまとめ 各作業項目の成果物の点検、取りまとめ及び報告書の作成を行う。   

 


